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「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。



注：

① 当資料のグラフ・表などで表示されている数値は、別途断り書きがある場合を除き、金額単位表示未満は四捨五入し一部で端数調整のため切り上げ・切り捨てを

行っている。

② グラフ中の‘Ｅ’は見込みを示している。

③ ‘前回Ｅ’は２０１０年７月２７日の第１四半期決算の際に発表した１１／３期修正見込み、‘当初Ｅ’は２０１０年５月１３日の１０／３期決算の際に発表した１１／３期見

込みである。

④ 文中の‘Ｑ’は四半期を示している、２Ｑは第２四半期のこと。
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「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

【概要】

下期の事業環境は厳しさを増すが通期で増益を確保する 1 【低温物流事業の戦略】

地域保管・欧州は厳しい環境が続くが物流ネットワークは改善が進む ７【加工食品事業の戦略】

物流ネットワークはＴＣ受託の拡大と運送効率改善により増益 ８タイ新工場の不稼動経費は下期の増収効果で補い通期で計画達成へ ２

新設備は冷蔵倉庫顧客に保管・輸配送ワンストップサービスを提供 ９タイのチキン新設備は稼働認可のズレ込みで不稼動経費が発生する ３

欧州は厳しい環境が続くが一部業績回復の兆しが見える １０タイでの設備増強を契機にチキン加工品の世界市場での取組拡大 ４

業務用は苦戦する惣菜売場対策に加え新たなニーズ開拓を進める ５

【水産・畜産事業の戦略】 【参考資料】

畜産は販路の見直しと加工品の開発により収益力を回復する ６ データ集 １１



下期の事業環境は厳しさを増すが通期で増益を確保する
「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

1. １１／３Ｅは売上高を４２億円下方修正し、営業利益は２億円上方修正する。

①売上高は、産地価格上昇を受け慎重な取扱いを進める水産が２５億円、この他低温物流を１６億円下方修正する。

②営業利益は、口蹄疫の影響を受けた畜産を３億円下方修正し、上期好調に推移した加工食品を２億円、水産を
１億円上方修正する。

2. 経常利益は金融収支の改善などにより１０億円上方修正する。
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加工食品事業の戦略



１１／３Ｅ ４７億円

利益率の低下　▲３億円

タイ工場稼働遅れ　▲５億円

国内自営工場生産性改善２億円

調理冷凍食品増収　４億円

固定費改善　３億円

利益率の低下　▲１億円

調理冷凍食品減収　▲３億円

国内自営工場生産性改善　1億円

チキン調達価格低減　１２億円

その他　６億円

固定費改善　５億円

１０／３　２６億円
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「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

タイ新工場の不稼動経費は下期の増収効果で補い通期で計画達成へ
＜加工食品事業の戦略＞

２

1. 家庭用は前年並みに推移した上期

のペースを基調に店頭導入が好調

な秋の新商品が寄与する見通しで

通期では１％の増収を見込む

2. 業務用は、上期は前年度からのチ

キン製品のＯＥＭ調達打切りの影

響やその他業務用調理品の回復

遅れにより８％のマイナスとなった

が、下期はタイ新工場の稼働のズ

レ込みはあるものの、年末商戦を

中心にＯＥＭ供給品も確保しなが

らチキンの拡販を進め１１％の増

収、通期で１％の増収を見込む

3. 営業利益は、上期はチキン製品の

採算改善や固定費減で前年を２０

億円上回る。下期もチキン製品の

販売拡大によりタイ新工場で発生

する不稼動経費を吸収して１億円

の増益を見込み、通期では２１億

円の増益

加工食品事業の売上高と営業利益率の推移
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スローター（原料処理場）と加工品工場を直結し

インテグレーションを実現

大ロットから小ロットまで

ニーズに合わせた対応が可能特徴

チョンブリ県ノンヤイ郡プラチンブリ県カビンブリ郡所在地

１８千トン／年

（現状２ライン、２７千トンの増設余地あり）

増設分７千トン／年

（既設分と合わせチキン全体で２５千トン／年）
年間生
産能力

６６億円

（工場建屋面積４２０００㎡）

１５億円

（工場建屋面積８５００㎡）投資額

ＧＦＰＴニチレイ（ＧＦＮ）新設スラポンニチレイ食品（ＳＵＮＩＦ）

カビンブリ工場増設

タイ自営２工場の生産能力増強の内容

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

タイのチキン新設備は稼働認可のズレ込みで不稼動経費が発生する
＜加工食品事業の戦略＞

３

1. 今年度、タイの２工場でチキン加工品の

生産設備を新・増設しており、８月に設備

は完成したが、農水省による稼働認可は

当初想定より遅れ１０月下旬となり、稼働

開始時期は計画に対し３ヶ月ずれ込む。

2. 年末需要への対応は、ＯＥＭ供給や既存

ラインの増産で賄い販売計画との乖離は

発生しない見込み。

3. 期初計画に対しては新・増設設備の不稼

働による負担が発生することで今期営業

利益で５億円の影響を受ける。

4. ＧＦＮのスローターについては作業員の習

熟度が稼働率に影響するため、今後の状

況によっては目標レベルへの到達が次年

度にずれ込む可能性がある。

タイ２工場の月間生産トン数計画
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家禽調整品の対外輸出量とシェア
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「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

タイでの設備増強を契機にチキン加工品の世界市場での取組拡大
＜加工食品事業の戦略＞

４

1. タイのチキン加工品輸出国としての存在感がグローバルで年々高まっている。その背景は
① アジア、ヨーロッパ両方への輸出に適した立地
② 養鶏が盛んであり設備や飼料などのインフラが整っている

2. タイの輸出企業は日本向けにモモ肉を提供する一方で欧州向けにはムネ肉を輸出し、需
給にあわせて利益を最大化している。

3. ＧＦＮはスローターを持つ強みを生かし次年度以降ムネ肉やその他部位の活用による欧州
やアジアへの販路拡大を進める。未敷設の３ラインの将来的な活用まで想定した場合
グループ全体の輸出量シェアは（現在の輸出ベースで）１５％程度を見込む。

2008年 家禽調整品輸出入量

出典 UN comtrade（グラフ、表とも） 農畜産業振興機構（日本輸入量内訳）

タイ輸出量に占めるニチレイのシェア概算（08年ベース）

現状約５％→新増設備稼働後約１０％→ＧＦＮ増設後約１５％

輸 出 輸 入

タイ
４００千トン

ブラジル
１７２千トン

中国
１６５千トン

日本
３１４千トン

欧州
イギリス２２９千トン

ドイツ １５２千トン

オランダ ９４千トン

うちタイ１８０千トン

うち中国１２８千トン
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チェーンストア惣菜販売額　前年比推移
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業務用は苦戦する惣菜売場対策に加え新たなニーズ開拓を進める

1. 業務用の主力ユーザーである量販店惣菜売場では２００９年以降前年を下回る厳しい
状況が続いているが、店頭では価格訴求だけでない話題性のある売場作りなど対応の
変化も出てきた。

2. このような状況に対し、これまで行ってきた品質と値頃感を両立させた価格対応商品の
提案に加え、オペレーション改善や地産地消などの企画提案で売場の活性化に向けた
取組みを進めていく。

3. 一方で新たなマーケットに向けて冷凍パンや冷凍和菓子などの新たなカテゴリー商品
の導入を開始している。さらにユーザーとの取り組みを強化することで、より迅速で差別
化された商品開発を可能にし、お客様のニーズにあった効率のよい営業活動を進めて
ゆく。

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

＜加工食品事業の戦略＞

５

出典 日本チェーンストア協会

調理冷凍食品 売上高前年比推移



水産・畜産事業の戦略



＜水産・畜産事業の戦略＞

１．水産事業
① 上期は円高が追い風となり増益となったが、天候不順による不漁から産地価格の上昇が続いて

いるため、下期は慎重な買付けに徹することとしており、通期の営業利益は１０億円にとどまる。
② 適切な加工度の商材やこだわり素材をユーザールートへという中計施策は順調に推移している。

２．畜産事業
① 上期の収益悪化の主因であった口蹄疫や猛暑の影響は一段落して収益環境は徐々に回復に向

かっており、下期は計画どおりの採算を見込む。
② 主たる販路である量販店では低価格化が継続し厳しい環境が続く。顧客の要求品質を満たしつ

つ価格的にも魅力がある加工品や海外商材の開発を進め、外食・惣菜中食・生協等へ販路を広
げて販売することにより収益力を回復していく。

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

６

畜産は販路の見直しと加工品の開発により収益力を回復する

水産・畜産事業の売上高・営業利益推移
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低温物流事業の戦略



地域保管・欧州は厳しい環境が続くが物流ネットワークは改善が進む

＜低温物流事業の戦略＞

1.通期の売上高は１％の増収、営業利益は６億円の減益を見込む

2.物流ネットワークはＴＣの新設や業務拡大により３％の増収、運送効率の向上も進み７
億円の増益となる

3.地域保管は荷動きが活発で入庫量は回復してきているが、荷主の在庫抑制により回転
率の高い状況が続いており、在庫率は下降傾向にある。一部で価格競争も見られ、今
後も厳しい環境が続くとの想定から２％の減収を見込む。営業利益は大型設備の新設
による減価償却費の増加の影響もあり１０億円の減益。

4.海外は欧州がユーロ安による為替換算の影響や保管・輸配送貨物の減少、価格競争の
激化により３％の減収、１億円の減益。

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

７

低温物流事業のサブセグメント別売上高推移
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低温物流事業のサブセグメント別営業利益推移
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物流ネットワークはＴＣ受託の拡大と運送効率改善により増益

1.スーパー等の物流業務を行うＴＣ（通過型センター）は上期にマルエツの業務を拡大した

のに続き下期に大手ドラッグストア（常温）のセンターを開設し７％の増収となる。来期も

ハローズほかを受託する。

2.運送の売上げは、冷凍食品の回復により取扱量が増加するとともに、地場のメーカー・外

食等の物流効率化の提案を進めることで、上期の減収をカバーする。

3.増収効果に加えて、地域ブロックごとの配車一元管理により車両台数の圧縮や積載効率

の改善などで採算性を向上しており、増益を確保する。

＜低温物流事業の戦略＞

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

８

物流ネットワークの部門別売上推移
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新設備は冷蔵倉庫顧客に保管・輸配送ワンストップサービスを提供

1. 来年２月に稼動する東扇島ＤＣは地域保管の冷蔵倉庫の顧客に輸配送業務を提供す
るための新しいビジネスモデル

① 東扇島ＤＣは４２千トンの大型保管スペースと従来の冷蔵倉庫にはない３２００㎡の広い荷捌
き場を持つ。物流ネットワークの全国輸配送網（幹線輸送・面配送）を活用し保管・輸配送の
ワンストップサービスを大手外食等の顧客に提供できる。

② 東扇島ＤＣを核として関東一円の地域保管の顧客に輸配送業務を提案し収益を拡大する。
地域保管の集荷力向上にも貢献する。

2. 今年８月に開業した福岡東浜ＤＣも同様の構想で、北九州地区の顧客に保管・輸配送
業務を提供する。

＜低温物流事業の戦略＞

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

９

東扇島DCの狙い

保管と輸配送の一体運営　３６５日・２４時間稼動

大きな保管スペース 広い荷捌き場

保管と輸配送の
ワンストップサービス

全国に広がる幹線輸送＋エリア別面配送網

【地域保管事業の顧客】

【地域保管事業】

【物流ネットワーク事業】

【東扇島DC】

総合在庫率と一般保管入庫量の推移
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1. 欧州は不景気とユーロ安の影響により運送・保管貨物が減少しており競合との料金競争
も激化している。

2. 一方で、果汁専門冷蔵庫は前年を上回る水準まで在庫量が増加し業績は堅調に推移し
ている。また主要貨物であるチキンの搬入量は下期に増加する見込。

3. ゴドフロアは買収完了を当初４月と見込んでいたが７月にずれ込んだ。下期から業績貢献
する。今後グループ各社とのシナジーを追求していく。

欧州は厳しい環境が続くが一部業績回復の兆しが見える

＜低温物流事業の戦略＞

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

１０

種別 社名 所在地と業容 概要と特徴 上半期の状況と課題 下半期の状況と対応

ヒワ・ロッテルダム ロッテルダム港湾で

果汁の保管業

果汁専門冷蔵倉庫、品質検査・デドラミ

ング・ブレンディングに対応する設備を

有する

猛暑による消費拡大で果汁の搬入が増加しており、

在庫量も多く、順調に回復している。

下期も果汁の搬入は好調に推移すると思われ、業

績は向上する。

ユーロフリゴ・ロッテ

ルダム

ロッテルダム港湾で

冷蔵保管業

畜肉、水産物、凍菜等の扱い多く、動物

検疫設備併設

大手顧客のチキン輸入遅れにより入庫量・在庫量が

減少したうえ、価格競争が激化している。

輸入ライセンス取得によるチキンの取扱い増が見込

まれる。水産品の集荷に注力する。

ユーロフリゴ・フェン

ロ

オランダ内陸で冷蔵

保管業

農産品の保管を中心にＰＶＢフィルム取

扱う

建材や自動車の窓に使用する樹脂フィルムの加工

は回復したが、在庫量は減少している。凍菜も猛暑

による作柄不良で在庫量が減少。

樹脂フィルムの加工受託に注力する。賃借期間満了

の余剰な庫腹を解約するなどコスト削減を行う。

フリゴロジスティクス ポーランドで冷蔵保

管業

０５年に冷蔵倉庫を買収、アイスクリー

ムや冷凍食品が主力貨物

猛暑によるアイスクリームの取扱い増加により、堅

調に推移。

アイスクリーム出庫後の貨物として期待した野菜は

天候不良のため不作。引き続き集荷に注力する。取

扱い数量の減少に伴い、コスト削減する。

テルモトラフィック・

ドイツ

ドイツを拠点に欧州

全域を対象に輸配送

業

猛暑によりアイスクリームの取扱いが増加したが、

価格競争が激化している。東欧の安価な車両を利

用してコスト削減。

通関貨物をコンテナのまま輸送するサービスを開始

し、収益力向上を図る。

テルモトラフィック・

オランダ

ロッテルダムを拠点

にフォワーディングが

メイン

大手顧客のチキン輸入遅れにより通関・配送収入と

も減少したうえ、価格競争が激化している。

輸入ライセンス取得によるチキンの取扱い増が見込

まれる。

ゴドフロア各社 フランス北部で輸配

送・冷蔵保管業

輸入貨物、水産加工品、冷凍食品等の

保管とフランス全土への配送
－

7月に買収を完了し、下期から業績貢献する。オラン

ダ・ドイツのグループ会社とのシナジーを模索する。

冷蔵倉庫

輸配送

ヨーロッパ全域をカバーする輸配送業

務とフォワーディング業務
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データ集

セグメント別売上高と営業利益の推移
「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

１１

単位：億円（単位未満四捨五入、一部で端数調整あり）

1,740 1,621 1,603 1,750 1,800 1,606
761 672 670 700 710 695
925 776 770 860 900 770

1,423 1,390 1,402 1,528 1,578 1,418
74 70 67 62 61 71
66 69 63 69 73 64

-244 -217 -223 -247 -254 -230
4,745 4,381 4,352 4,722 4,868 4,394

20 26 47 45 60 45
3 9 10 9 12 9
0 7 3 9 9 6

82 79 73 76 82 73
40 37 38 27 26 38
2 4 3 2 3 2
4 6 -4 -2 -4 -5

151 168 170 166 188 168

（売上高）
加工食品
水産
畜産

全社または消去
合計

水産

低温物流
畜産

低温物流
不動産
その他

不動産
その他

全社または消去
合計
（営業利益）
加工食品

１２／３Ｐ
１１／３
前回Ｅ１０／３ １１／３Ｅ０９／３ １３／３Ｐ



当資料取扱い上のご注意

当資料に記されたニチレイの現在の計画・見通し戦略などのうち、歴史的事実でないものは、将来

の業績に関する見通しであります。将来の業績に関する見通しは、将来の営業活動や業績に関する説

明における「確信」、「期待」、「計画」、「戦略」、 「見込み」、「予測」、 「予想」その他こ

れらの類義語を用いたものに限定されるものではありません。これらの情報は、現在において入手可

能な情報から得られたニチレイの経営者の判断に基づいております。実際の業績は、さまざまな重要

な要素により、これらの業績見通しとは大きく異なる結果となる場合があります。このため、これら

の業績見通しのみに全面的に依拠して投資判断されることは、お控えいただくようお願いいたします。

また、新たな情報、将来の事象、その他の結果にかかわらず、常にニチレイが将来の見通しを見直す

とは限りません。実際の業績に影響を与え得るリスクや不確実な要素には、以下のようなものが含ま

れます：

①ニチレイグループの事業活動を取り巻く経済情勢および業界環境

②米ドル・ユーロを中心とした為替レートの変動

③商品開発から原料調達、生産、販売まで一貫した品質保証体制確立の実現性

④新商品・新サービス開発の実現性

⑤成長戦略とローコスト構造の実現性

⑥ニチレイグループと他社とのアライアンス効果の実現性

⑦偶発事象の結果

など

ただし、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。また、リスクや不確

実な要素には、将来の出来事から発生する重要かつ予測不可能な影響も含まれます。当資料は、あく

までニチレイをより深く理解していただくためのものであり、必ずしも投資をお勧めするためのもの

ではありません。

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。


